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栃木県公共事業事前評価 自己評価書【県土整備部 道路事業】 

事 業 の 概 要 担当課：道路整備課 

事業名 快適で安全な道づくり事業 
事業 

主体 
 栃木県 

事業箇所 
一般国道１１９号 上

かみ

・中鉢
なかはつ

石町
いしまち

工区 

日光市上
かみ

鉢石
はついし

町
まち

～中鉢
なかはつ

石町
いしまち

 

事業の目的、事業発案の経緯・背景  

一般国道１１９号は、日光市山内を起点とし宇都宮市街地に至る延長約３９ｋｍの広域幹線道路であり、第

１次緊急輸送道路にも指定されている路線である。 

また、本事業箇所は、世界遺産「日光の社寺」に通じる門前町に位置し、年間約５００万人を超える観光客

が訪れる地域である。 

しかし、現道は歩道幅員が狭く、歩道内の電柱等が支障となり、歩行者同士のすれ違いが困難になるなど、

安全な通行の確保や、門前町としての魅力ある街並みの形成が課題となっている。また、電柱の倒壊や急傾斜

地の崩壊等により、緊急輸送道路の機能確保が困難となる恐れがある。 

このため、本事業では歩道の拡幅や美装化、電線類の地中化等を行うことで、安全・安心で魅力ある道路空

間の整備を図るものである。 

 

事業内容  

・歩道を両側に１ｍ拡幅するとともに、電線類の地中化やバリアフリー化により、歩行者・自転車の安全で円

滑な通行の確保を図る。 

・電線類の地中化や急傾斜崩壊対策事業と一体となった道路整備により、防災機能の強化を図る。 

・歩道等の美装化を行うとともに、市や沿線住民が進める景観整備※と連携した道路空間の整備を図る。 

※当該地域は住民自らが、まちづくりの基本となる「日光東町まちづくり規範」を作成し、景観に配慮した

ファサード整備や民地側はさらに１ｍの建築物のセットバックを行うこととしている。 

 

・総 延 長 ：４２０m 

・計画交通量：１２，０００台／日 

・道路区分 ：第４種第１級 

・車 線 数 ：２車線 

・標準幅員 ：１７．０m（車道３．２５m×２、路肩１．７５m×２、歩道３．５m×２） 

 

事業予定 

期間 
令和６年度～令和１５年度（予定） 事業見込額 総事業費 約３５億円 

事業概要図  

 

別紙記載 

 

県計画への位置付け  

・「とちぎ未来創造プラン」：重点戦略４ 安全安心戦略「暮らしの安全・安心向上プロジェクト」に位置づけ。 

・「県土づくりプラン2021」：重点施策「誰もが安全で安心して利用できる道づくり」に位置づけ。 

・「とちぎ道づくりプログラム」：「地域を支える交通ネットワークの充実・強化」に位置づけ。 

・「栃木県自転車活用推進計画」：本県の魅力を高めるためのモデルルート“ルートNIKKO(ルート25)”の一部に位置づけ。 

 

他計画・他事業との関連  

・日光市景観計画（日光市策定）：重点区域に指定され、市景観条例や日光東町まちづくり規範に基づき、門

前町にふさわしい景観作りが進められている。 

・移動等円滑化基本構想（日光市作成）：高齢者、障害者等の移動等円滑化が必要な重点整備地区に位置づけ。 

・急傾斜地崩壊対策事業（上鉢石町Ａ）：土砂災害特別警戒区域に指定されており、砂防事業と一体的な整備

が必要。 
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事 業 の 評 価  

評 
  

価 
 
 

の 
 
 

視 
 
 

点 

１ 事業の必要性 

・歩行者数は、１日約2,000人を超えているが、現在の歩道幅員が2.5ｍと狭く、

歩道内の電柱が通行の支障となっているため、歩行者が歩道をはみ出して通行

するなど、安全で円滑な通行に支障をきたしていることから、歩行者・自転車

の安全確保が必要である。 

 

・本路線は第１次緊急輸送道路であるが、急傾斜地の崩壊や電柱倒壊等による災

害時に通行止めなどのおそれがあることから、緊急輸送道路としての防災機能

の強化が必要である。 

 

・電柱等が林立するとともに、連続性と調和がとれない建物等があるため、良好

な景観形成の支障となっていることから、世界遺産「日光の社寺」の門前町と

してふさわしい魅力ある街並みの形成が必要である。 

２ 事業の適時性 

（今事業に着手する

理由等） 

・本工区東側の下鉢石町工区が令和７年度に完成予定であることから、引き続き

本工区の整備に着手し、投資効果を高める必要がある。 

・本工区の南側では、令和４年７月の豪雨によるがけ崩れの発生をうけ、令和６

年度から実施する急傾斜地崩壊対策事業（上鉢石町Ａ）と一体的に整備を進め

る必要がある。 

３ 事業の適地性 

・観光客が、東武日光駅やＪＲ日光駅から世界遺産「日光の社寺」へ訪れるため

の、メインストリートであり、これまでの整備済み区間に引き続き、本工区の

一体的な整備が必要である。 

４ 事業手法の適切性 

（県が事業主体とな

る理由等） 

・国道１１９号であることから、道路管理者として県が事業を実施する。 

 

 

５ 事業により予想 

  される効果及び

影響 

 
・機能的な効果 

・経済的な効果 

・他計画、他事業へ 

の波及効果 

・環境への影響など 

 

・歩行者・自転車の安全確保 

歩道の拡幅や段差解消などのバリアフリー化、自転車通行帯の整備を行うこと

により、歩行者・自転車の安全で円滑な通行が確保される。 

 

・防災機能の強化 

電線類の地中化により、災害時の救援活動や物資輸送に資する緊急輸送道路の

防災力が強化される。 

 

・魅力ある街並みの形成 

電線類の地中化や歩道の美装化により、魅力的な街並みが形成され、観光客の

回遊性を向上させるとともに、賑わいをもたらし、観光産業の活性化等に寄与

する。 

６ 事業コスト縮減

等の可能性 

・再生材の利用や、建設発生土の公共工事間流用に努め、コスト縮減を図る。 

・電線類の地中化の整備手法に際し、低コスト手法を活用することにより、工事

期間の短縮やコストの縮減を図る。 

事業の対応方針(案) 令和６年度から事業に着手する。 
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事業概要図
事業位置

清滝IC

日光IC

JR日光駅

119

120

R3交通量調査（区間番号13010）

自動車類：10,336台/12h

歩行者類： 2,093人/12h
自転車類： 132台/12h

東武日光駅

日光宇都宮道路

整備済区間L=830m

事業中L=250m

下鉢石町工区

事業箇所L=420m

上・中鉢石町工区

R6～R15(予定)

日光小学校

世界遺産「日光の社寺」
日光東照宮
二荒山神社
輪王寺

日光市

至

足
尾

至

今
市急傾斜地崩壊対策事業

（上鉢石町Ａ）

凡例

事業箇所

整備済区間

事業中

現道部

119

120

世界遺産
｢日光の社寺｣

日光土木
事務所

日光砂防
事務所

整備済区間L=830m事業中L=250m事業箇所L=420m

至

足
尾

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/)

旧日光市役所
記念公園

凡例

事業箇所

整備済区間

事業中

現道部

日光市景観計画
重点区域

移動等円滑化基
本構想に基づく
重点整備地区

急傾斜地崩壊対策事業
（上鉢石町Ａ）

東武日光駅

日光行政
センター

119

至

今
市

日光小学校

下鉢石町工区

地理院タイルに事業箇所等を追記して作成

位置図（広域版）

H30～R7(予定)

位置図（詳細版）

0m 500m

上・中鉢石町工区

JR日光駅
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中鉢石町現在の状況
車道に歩行者があふれている状況

整備イメージ 石屋町（完了工区）

バリアフリー化した歩道、
電線類の地中化

4.0m 4.0m 1.0m1.0m

現況写真

横断図

拡幅を予定する
国道１１９号

世界遺産
｢日光の社寺｣

大
谷
川→

急傾斜地

上鉢石町
至

東
武
日
光
駅

国道１１９号と急傾斜地が近接している状況
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パブリック・コメントの概要 

 

 栃木県公共事業評価実施要領第４の２に基づき、公共事業事前評価（自己評価書）

に対するパブリック・コメントを実施し、県民からの意見を聴取しました。 

 

１ 実施について 

 (1) 事 業 名：快適で安全な道づくり事業（一般国道119号 上・中鉢石町工区） 

 (2) 実施機関：栃木県（県土整備部 道路整備課） 

 (3) 実施期間：令和５(2023)年９月20日(水)～令和５(2023)年10月20日(金) 

 (4) 閲覧資料：自己評価書、事業概要図 

 (5) 閲覧方法： 

① 栃木県ホームページ 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/h04/kouhou/kaminakahatsuishi_r50920.html 

② 文書閲覧  

・県民プラザ（栃木県庁舎本館２階） 

・上都賀県民相談室（上都賀庁舎１階） 

・芳賀県民相談室（芳賀庁舎１階） 

・下都賀県民相談室（下都賀庁舎１階） 

・小山県民相談室（小山庁舎１階） 

・塩谷県民相談室（塩谷庁舎１階） 

・那須県民相談室（那須庁舎１階） 

・南那須県民相談室（南那須庁舎１階） 

・安蘇県民相談室（安蘇庁舎１階） 

・足利県民相談室（足利庁舎１階） 

・日光土木事務所（２階） 

 (6) その他、記者クラブへの資料提供（令和５(2023)年９月19日） 

 

２ 結果について 

  提出件数：５件 （意見者の居住地：宇都宮市、日光市） 

  提出方法：メール５件 （事業推進３名、事業実施に際しての意見１名１団体） 

 

３ 結果の公表について 

  パブリック・コメントの結果は、今回の公共事業評価委員会の審議を経た後、公

表します。 
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快適で安全な道づくり事業（一般国道 119

号 上･中鉢石町工区）に対するﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝ

ﾄ（県民意見の募集）の実施について 
 

栃木県では、道路事業の計画段階において、県民の皆さんから幅広く御意見を聞き
ながら、事業推進の必要性や妥当性を検討していくこととしています。 

今回、新たに着手しようとしている事業について、これまでの県の検討概要を取り
まとめた自己評価書及び事業概要図を下記のとおり公表しますので、県民の皆さんの
御意見をお寄せください。 
 

１ 公表する資料           
(1) 快適で安全な道づくり事業（一般国道 119号 上･中鉢石町工区）の自己評価書及び事業概要書 
  
２ 資料の閲覧方法                   
 (1) ホームページ  https://www.pref.tochigi.lg.jp/h04/kouhou/kaminakahatsuishi_r50
920.html 
 (2) 文書閲覧  
・県 民 プ ラ ザ 宇都宮市塙田1-1-20（栃木県庁舎本館2階）電話 028-623-3766 
・上都賀県民相談室 鹿沼市今宮町1664-1（上都賀庁舎1階）  電話 0289-64-9419 
・芳賀県民相談室 真岡市荒町116-1（芳賀庁舎1階）       電話 0285-82-5888 
・下都賀県民相談室 栃木市神田町6-6（下都賀庁舎1階）       電話 0282-24-5665 
・小山県民相談室 小山市犬塚3-1-1（小山庁舎1階）        電話 0285-22-9164 
・塩谷県民相談室 矢板市鹿島町20-22（塩谷庁舎1階）      電話 0287-43-2142 
・那須県民相談室 大田原市本町2-2828-4（那須庁舎1階）    電話 0287-23-1555 
・南那須県民相談室 那須烏山市中央1-6-92（南那須庁舎1階） 電話 0287-83-1555 
・安蘇県民相談室 佐野市堀米町607（安蘇庁舎1階）         電話 0283-24-2603 
・足利県民相談室 足利市伊勢町4-19（足利庁舎1階）        電話 0284-42-9700 
・日光土木事務所 日光市萩垣面2390-7（2階）          電話 0288-53-1211 
     
３ 意見の募集期間 
  令和５（2023）年９月20日（水曜日）から令和５（2023）年10月20日（金曜日）必着 
 
４ 意見の提出先及び問合せ先、提出方法 
 (1) 提出先及び問合せ先    〒320－8501 

宇都宮市塙田1-1-20（栃木県庁舎本館１３階） 
                            栃木県県土整備部道路整備課整備調査担当 
                            電話 028-623-2413 
 (2) 提出方法  
   次のいずれかの方法により日本語で提出してください。様式は任意ですが、住所、 

氏名、電話番号を記載してください。県外居住の方は、県内の通勤、通学先の所在市 
町名も併せて記載してください。 

   ・郵送    上記４（１）のとおり 
    ・ファックス 028-623-2417 
    ・電子メール  doro-seibi@pref.tochigi.lg.jp 
５ 意見の取扱い 
（1）お寄せいただいた御意見は、十分に考慮の上、計画に反映するとともに、内容ごと

に整理・分類した上で、これに対する県の考え方を公表いたします。 
(2) 住所・氏名などの個人に関する情報及び個人の特定につながる内容は公表しません。

また、他の目的で使用することはありません。 
（3）個々の御意見に直接回答はいたしませんので、御了承願います。 
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【提出意見とそれに対する栃木県の考え方】  
 

「快適で安全な道づくり事業（一般国道 119号 上･中鉢石町工区）」に対する意見募
集を行った結果、４名と１団体の方から御意見を頂きました。貴重な御意見ありがとうご
ざいました。 

提出された御意見を十分検討の上、それに対する県の考え方を次のとおりまとめまし
た。 

 

項目 意 見 の 内 容 意 見 に 対 す る 考 え 方 

 
事業推進 

 
日光駅から広い歩道があり、歩きやす

いとおもっています。神橋まで歩道がで
きれば歩行者も車も安全に通行できるの
ではないかと期待しています。 

ただ、急傾斜地崩壊対策と同時だと、
ある程度の期間はお店がない状態になっ
てしまうのかなと思います。それが少し
残念です。工事の後もお店や人が戻って
くるようにしてほしいと思います。 
 
 

 
急傾斜地崩壊対策事業

と調整し、円滑な工事等
の実施に努めて参りま
す。 

 

 
事業推進 

 
私は県外の出身であり、結婚を機に栃

木県に住み始めました。昔から旅行を趣
味としており、学生時代に訪れた当時の
街並みからは想像できないくらいに美し
い景観となり、歩道も広く歩きやすい街
となってきている印象を受けます。 

事業概要書内の他計画・他事業との関
連欄に記載のあった日光市の策定する市
景観条例や日光東町まちづくり規範につ
いて興味があり、日光市のHP等で内容を
調べたところ地元の皆さんも協力してお
り、非常にすばらしい取り組みであると
感銘を受けました。 

今後の整備予定箇所においては、急傾
斜地崩壊対策事業が必要な箇所もあり苦
労されると思いますが、引き続き日光市
や地域の皆さんと連携いただき世界遺産
日光の社寺の門前町として整備していた
だければと思います。 

 
 

 
日光市や地元関係者と

連携を図りながら、魅力
ある街並みの形成に努め
て参ります。 

 
 

 
事業実施に際し
ての意見 
 

 
行政に身を置かせていただいておりま

すが、東日本大震災や関東・東北豪雨な
どこれまでに類を見ない災害が多発して
いることから、防災機能の強化の必要性
は理解できます。 

一方、この地域は、世界遺産「日光の
社寺」の門前町としてふさわしい魅力あ
る街並みは、地域の方々がこれまでに長
い年月をかけて取り組んで来た賜物であ
りますので、可能な限り住民目線を意識
した事業展開をお願いします。 

 

 
日光市や地元関係者と

連携を図りながら、魅力
ある街並みの形成に努め
て参ります。 
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項目 意 見 の 内 容 意 見 に 対 す る 考 え 方 

 
事業推進 

 
私は小さいころに日光東照宮を修学旅

行で訪れて以来、しばらく周辺の土地に
は出向いていませんでしたが、最近訪れ
たところ、道路や歩道が広くなり、建物
も雰囲気が落ち着いた様子で統一されて
おり、とても驚きました。以前のごみご
みした様子も賑わいがあるようでよかっ
たのですが、今のほうがきれいで趣のあ
る風に感じられます。 

これから神橋付近までさらに工事が進
むとのことで、街の方との調整も大変だ
とは思いますが、魅力的な空間のため頑
張っていただければと思います。 

 
 

 
日光市や地元関係者と

連携を図りながら、魅力
ある街並みの形成に努め
て参ります。 

 
 

 
事業実施に際し
ての意見 
 

 
意見書については、別紙のとおり。 

 
日光市や地元関係者と

連絡・調整を行いなが
ら、魅力ある街並みの形
成に努めて参ります。 

また、その他頂いた御
意見につきましては、今
後の事業実施の参考にさ
せていただきます。 

 
なお、意見書P5付記

「文章の再考」について
は、日光東町まちづくり
規範と整合を図ることと
いたします。 
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栃木県公共事業事前評価 自己評価書
【県土整備部 道路事業】

事業名 快適で安全な道づくり事業

事業箇所
一般国道１１９号 上・中鉢石町工区
日光市上鉢石町～中鉢石町 L=420m

事業主体 栃木県

事業担当課 県土整備部 道路整備課

15

かみ・なかはついしまち



Ⅰ 事業の概要

【事業箇所の概要】

16

事業位置

清滝IC

日光IC

JR日光駅

119

120

R3交通量調査（区間番号13010）

自動車類：10,336台/12h

歩行者類： 2,093人/12h
自転車類： 132台/12h

東武日光駅

日光宇都宮道路

整備済区間L=830m

事業中L=250m

H30～R7(予定)

事業箇所L=420m

上・中鉢石町工区

R6～R15(予定)

日光小学校

世界遺産「日光の社寺」
日光東照宮
二荒山神社
輪王寺

日光市

至

足
尾

至

今
市急傾斜地崩壊対策事業

（上鉢石町Ａ）

凡例

事業箇所

整備済区間

事業中

現道部 下鉢石町工区
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Ⅰ 事業の概要

119

120

世界遺産
｢日光の社寺｣

日光土木
事務所

日光砂防
事務所

整備済区間L=830m事業中L=250m事業箇所L=420m

上・中鉢石町工区

至

足
尾

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/)

旧日光市役所
記念公園

凡例

事業箇所

整備済区間

事業中

現道部

日光市景観計画
重点区域

移動等円滑化基
本構想に基づく
重点整備地区

急傾斜地崩壊対策事業
（上鉢石町Ａ）

東武日光駅

日光行政
センター

119

至

今
市

日光小学校

下鉢石町工区

地理院タイルに事業箇所等を追記して作成

JR日光駅



一般国道１１９号は、日光市山内を
起点とし宇都宮市街地に至る広域幹線
道路であり、第１次緊急輸送道路にも
指定されている路線である。
また、本事業箇所は、世界遺産「日

光の社寺」に通じる門前町に位置し、
年間約５００万人を超える観光客が訪
れる地域である。
しかし、現道は歩道幅員が狭く、歩

道内の電柱等が支障となり、歩行者同
士のすれ違いが困難になるなど、安全
な通行の確保や、門前町としての魅力
ある街並みの形成が課題となっている。
また、電柱の倒壊や急傾斜地の崩壊等
により、緊急輸送道路の機能確保が困
難となる恐れがある。
このため、本事業では歩道の拡幅や

美装化、電線類の地中化等を行うこと
で、安全・安心で魅力ある道路空間の
整備を図るものである。

18

Ⅰ 事業の概要

【事業の目的、事業発案の経緯・背景】
中鉢石町現状と課題

車道に歩行者があふれている状況

整備イメージ 石屋町（完了工区）

バリアフリー化した歩道、
電線類の地中化



【事業内容（事業の必要性）】

1 歩行者・自転車の安全確保
歩行者数は、１日約2,000人を超えているが、現在の歩道幅員
が2.5ｍと狭く、歩道内の電柱が通行の支障となっているため、
歩行者が歩道をはみ出して通行するなど、安全で円滑な通行
に支障をきたしていることから、歩行者・自転車の安全確保が
必要。

19

Ⅰ 事業の概要

整備前

現況横断図

車道=10.0m 歩道=2.5m歩道=2.5m

全幅=15.0m

4.0m 4.0m 1.0m1.0m



【事業内容（事業の必要性）】

2 防災機能の強化
本路線は第１次緊急輸送道路であるが、急傾斜地の崩壊や
電柱倒壊等による災害時に通行止めなどのおそれがあり、
緊急輸送道路としての防災機能の強化が必要。

20

Ⅰ 事業の概要

出典：無電柱化事業における合意形成の
進め方ガイド（案）国土交通省

災害時の電柱倒壊 国道１１９号と急傾斜地が近接している状況

拡幅を予定する
国道１１９号

世界遺産
｢日光の社寺｣

大
谷
川→

急傾斜地

上鉢石町



【事業内容（事業の必要性）】

3 魅力ある街並みの形成
電柱等が林立するとともに、連続性と調和がとれない建物等が
あるため、良好な景観形成の支障となっており、世界遺産
「日光の社寺」の門前町としてふさわしい魅力ある街並みの形成
が必要。

21

Ⅰ 事業の概要

整備前

・電線類が空間を阻害

・連続性と調和の欠如



• 歩道を両側に１ｍ拡幅するとともに、電線類の地中化やバリアフリー化に
より、歩行者・自転車の安全で円滑な通行の確保を図る。

• 電線類の地中化や急傾斜崩壊対策事業と一体となった道路整備により、防
災機能の強化を図る。

• 歩道等の美装化を行うとともに、市や沿線住民が進める景観整備※と連携し
た道路空間の整備を図る。

22

Ⅰ 事業の概要

【事業内容】

※当該地域は住民自らが、まちづくりの基本となる「日光東町まちづくり規範」を作
成し、景観に配慮したファサード整備や民地側はさらに１ｍの建築物のセットバック
を行うこととしている。

整備前 整備後（完了工区）



23

Ⅰ 事業の概要

【事業内容】

現況横断図

車道=10.0m 歩道=2.5m歩道=2.5m

全幅=15.0m

計画横断図

セット
バック
1.0ｍ

全幅=17.0m

車道=10.0m 歩道=3.5m歩道=3.5m

1.75m 1.75m3.25m 3.25m

セット
バック
1.0ｍ

4.0m 4.0m 1.0m1.0m

1 総延長 ：４２０ｍ
2 標準幅員 ：１７．０ｍ（※「計画横断図」のとおり）
3 道路区分 ：第４種第１級
4 計画交通量：12,000台/日
5 車線数 ：２車線



令和６年度～令和１５年度

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

測量設計

用地

工事

総事業費：約３５億円

測量設計費 約 ２億円

用地補償費 約２５億円

工事費 約 ８億円
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Ⅰ 事業の概要

【事業予定期間】

【事業見込額及び内訳】



【評価の視点】

25

Ⅱ 事業の評価

1 事業により予想される効果及び影響

(1)歩行者・自転車の安全確保
• 歩道の拡幅や段差解消などのバリアフリー化、自転車通行帯の
整備を行うことにより、歩行者・自転車の安全で円滑な通行が
確保される。

(2)防災機能の強化
• 電線類の地中化により、災害時の救援活動や物資輸送に資する
緊急輸送道路としての防災力が強化される。

(3)魅力ある街並みの形成
• 電線類の地中化や歩道の美装化により、魅力的な街並みが形成
され、観光客の回遊性を向上させるとともに、賑わいをもたら
し、観光産業の活性化等に寄与する。



【評価の視点】

2 事業の適時性（今事業に着手する理由等）

• 本工区東側の下鉢石町工区が令和７年度に完成予定であることから、引き
続き本工区の整備に着手し、投資効果を高める必要がある。

• 本工区の南側では、令和４年７月の豪雨によるがけ崩れの発生をうけ、令
和６年度から実施する急傾斜地崩壊対策事業（上鉢石町Ａ）と一体的に整
備を進める必要がある。

26

3 事業の適地性
• 観光客が、東武日光駅やＪＲ日光駅から世界遺産「日光の社寺」へ訪れる
ための、メインストリートであり、これまでの整備済み区間に引き続き、
本工区の一体的な整備が必要である。

4 事業手法の適切性（県が事業主体となる理由等）

• 国道１１９号であることから、道路管理者として県が事業を実施する。

Ⅱ 事業の評価



【評価の視点】

5 事業コスト縮減等の可能性
• 再生材の利用や、建設発生土の公共工事間流用に努め、コスト縮減を図る。
• 電線類の地中化の整備手法に際し、低コスト手法を活用することにより、
工事期間の短縮やコストの縮減を図る。

27

Ⅱ 事業の評価

出典：無電柱化事業における合意形成の進め方ガイド（案） 国土交通省

低コスト手法の比較（例）
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Ⅱ 事業の評価

【県計画への位置付け】

県の計画名 該当する内容

とちぎ未来創造プラン 重点戦略４ 安全安心戦略（暮らしの安全・
安心向上プロジェクト）

県土づくりプラン2021 誰もが安全で安心して利用できる道づくり

とちぎ道づくりプログラム 地域を支える交通ネットワークの充実・強化
【2024～2028着手】

栃木県自転車活用推進計画 本県の魅力を高めるためのモデルルート“ルー
トNIKKO(ルート25)”の一部として、自転車走
行環境整備を進めている
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Ⅱ 事業の評価

【他計画・他事業との関連】

他計画 関連する内容

日光市景観計画
〔日光市策定〕

重点区域に指定され、市景観条例や日光東町
まちづくり規範に基づき、門前町にふさわし
い景観作りが進められている。

移動等円滑化基本構想
〔日光市策定〕

高齢者、障害者等の移動等円滑化が必要な重
点整備地区に位置づけられている。

他事業 関連する内容

急傾斜地崩壊対策事業
（上鉢石町Ａ）
〔栃木県県土整備部〕

土砂災害特別警戒区域に指定されており、砂
防事業と一体的な整備が必要。
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Ⅱ 事業の評価

【事業の対応方針（案）】

令和６年度から事業に着手する。
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